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東京栄養疫学勉強会（2016 年春季会） ご案内 

 

主催：佐々木敏（東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野）・東京栄養疫学勉強会を支援する学生の会 

https://sites.google.com/site/nutrepistudygroup/	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
↑↑↑これまでの講義の動画（一部）と配布資料がアップされています。ぜひ、ご覧ください。 

 

 

■疫学は予防にも臨床にも使われます。同様に、栄養疫学も予防栄養にも臨床栄養にも使われます。この勉強会は

栄養を疫学的に研究するすべての領域を対象としています。 

【今回のテーマ】 ようこそ栄養疫学へ！~基礎の基礎から食事調査の実態まで~ 

 

■今回は、初めて「栄養疫学」の世界に触れる人を中心に、「栄養疫学とは何か」について学び、つづいて、栄養疫学

が関連する研究現場や実務現場（人を相手にする栄養学研究と栄養実務すべて）においてもっともたいせつな「食事

調査法」についてその基本を学びます。「食事調査くらい知っているよ」と思っているあなた！ 「目からウロコ」を保証

します。 すでにこの勉強会に参加された経験がある人も大歓迎です。自分の成長ぶりが確認できます。 

■期日：2016年 06月 11日（土） ■場所：お茶の水女子大学（東京メトロ丸ノ内線 茗荷谷駅より徒歩 7分） 

■勉強会の趣旨： 栄養学は食事・栄養を通して人の幸福に役立つために存在する応用科学です。したがって、人・

人集団を対象とする『栄養疫学』は欠かせません。ところが日本には栄養疫学に関する教育機関はほとんど存在しま

せん。そこで、その必要性を感じる者が集まり、年 4回、勉強会を催し、毎回 30～60人が集まって勉強しています。 

■今回の概要： 人が食べ物を食べる行為（食事）とその健康影響に興味があるすべての人を対象とします。栄養指導、

公衆栄養、臨床栄養、食育、何でも来い、です。その基本は「栄養疫学」です。その基本的技術は食事調査（食事アセ

スメント）です。この２つの基本を超基礎から研究を始められるくらいの初歩レベルまで学びます。 

+  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  + 

■予定人数： 60人以下。予定人数に達し次第、事前参加登録を締め切ります。早めの登録をお勧めします。 

■参加者に期待する基礎学力： 一応の論理思考。前向きで広い学習意欲。（学生・教員は）一応の英語読解力。 

■参加費：原則として無料。教室使用料が必要かもしれません。ひとり 1000円までをめざします。 
■宿題：※有志のみで可 

①大学教員、大学院学生、研究員、この宿題をやりたい人は誰でも： 

「食事摂取量の測定方法」が主題となった論文（※）、または詳しく書かれた論文を読み、その測定方法の詳細、特徴

を A4 用紙両面 1 枚以内にまとめてくる。批判的に読んでくることをお勧めします。 

※例：食事調査の質問票の妥当性研究、各栄養素摂取量を推定するために必要な食事記録法の日数に関する研究、

申告誤差に影響を与える因子についての研究 

②現場のお仕事で食事調査をしている人： 

日頃、業務で使用している食事摂取量の調べ方（尋ね方）を、A4 用紙両面 1 枚程度にまとめてくる。日頃疑問に感じ

ている点をまとめてくることをお勧めします。 

★①②ともに：発表を狙う人：パワーポイントを作成し、USB メモリに入れて持参する。①は論文も持参する。 

【お願い】この勉強会への参加は、若手（およそ 40 歳未満）の大学院学生・大学教員・医療従事者・食事健康関係の行政官・技官・

研究員・実務者（現場の方）に限らせていただいております。免許の有無や種類、大学等での専攻は問いません。それ以外の方のご参

加はご遠慮ください。また、個人としての自主的な勉強を目的とする参加に限らせていただきます（職務としての参加は受け付けませ

ん）。それ以外の方でご参加をご希望の場合は、東京栄養疫学勉強会事務局までご相談下さい。お席（傍聴席の場合もあります）をご

用意させていただくことがあります。大学院に進学して栄養疫学を専攻する希望をもっている学部 4年生の参加も歓迎します。 
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■持参するもの： 宿題（有志のみ）。 

+  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  + 

【宣伝】 『佐々木敏の栄養データはこう読む！ 疫学研究から読み解くぶれない食べ方』 女子栄養大学出版部、336

ページ、2700 円（税込） 食と健康を科学的に理解する力を身につけたい人に強くお勧めします。 

 

■プログラム 

■昼の部（イントロ） ★印は講義終了後、HPにて動画配信（Youtube）の予定です。HPにて詳細をお知らせいたします。 

★10:30～12:30 （基本的な講義） ようこそ栄養疫学へ！： 栄養疫学とは 

12:30～13:30 昼食（ご持参ください。大学内食堂は閉まっています） 

★13:30～17:15 （講義+宿題発表・討論）： 食事調査法（Dietary assessment methods） 
・・・ 講義を行った後、宿題を発表してもらってみんなで討論します。食事調査について、「どんな方法があるのか」「そ

れぞれの特徴（長所、短所）は何か」「何に気をつけるべきか」などを学びます。 

17:15～17:30 まとめ 
■夜の部（メイン） 

（よろしく！大宴会（歓迎会）：こっちのほうが絶対におもしろいよ） 超お勧め♪♪♪ 

18:00～夜中 宴会 近くの安めの（しかもおいしい）お店にて 
 

■参加方法 

【事前参加登録をお願い致します】※	
 	
 ※参加者毎にお送りください。 

教室の確保と配布資料の印刷などのために参加人数の事前把握が必要です。できるだけ早く（遅くとも 6/6（月）

までに）、下記 URLの「お申込みフォーム」よりお送りください。 

	
 お申込みフォーム→	
 http://goo.gl/forms/kObY5Bj9EH 
席に余裕があれば当日でもご参加いただけますが（配布資料はないかも）、滞りない開催のために早めの事前参

加登録にご協力ください。収容可能人数を超えた場合にはお断わりさせていただくこともあります。なお、一

部分だけの参加希望はお受けいたしかねます。途中退室、途中参加もご遠慮ください。 
【やむなく欠席される場合のお願い】※	
 いつも定員ぎりぎりかそれ以上の参加希望があります。やむなく欠席さ

れる場合は、必ず、事務局まで事前連絡をお願いいたします。参加を希望する別の人に空いた席をさしあげた

いと考えています。でも、できるだけ欠席しないでね。 
 

お問い合せは「東京栄養疫学勉強会事務局」のメイルアドレス：nutrepi.studygroup@gmail.comまでお願い

致します。	
 ※事務局は榎本絢夏さん・田島諒子さん（お茶の水女子大学）、村山知聡さん（聖徳大学）他、数人によるボラ

ンティア組織です。事務局の負担をできるだけ軽くするため、ご配慮とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 
【夜の部（大宴会）にもぜひご参加ください。絶対に後悔させません！】 
宴会で得られる情報や仲間は講義などから得る知識や技術よりもはるかに貴重です（前回の参加率はおよそ 70％）。毎回、

大盛り上がりです。みんなが自由に食べ、飲み、しゃべっています。参加費は飲み放題付きで学生が 3500円まで、社会人

（社会人学生を含む）が 4500円までをめざします。２次会もあります（参加費は別途、少しだけかかります）。 

夜の部（大宴会）だけのご参加も受け付けております。 

それではお楽しみに！	
 6 月 11 日（土）にお会いしましょう。	
 


